
（はじめに）

2011年３月11日午後２時46分、三陸沖を震源地とするマグニチュード9.0の巨大地震が東日本一帯

を襲った。さらにその後数度に亘る津波襲来も重なり、わが国は東日本の太平洋沿岸部を中心に、

未曽有の大災害に見舞われた。この震災および津波等により失われた人命は15,514人、未だ行方不明

の方は7,130人、全・半壊した家屋が214,483戸、損壊した道路が3,559箇所等に上ったことからも、

その被害の甚大さが窺える（2011年７月１日現在、警察庁調べ）。

これらに加えて、原発事故史上最悪の「レベル７」を記録するなど、震災による事故発生後３ヵ月

を経過した現在も、収束の見通しが立たない福島第一原発の放射能災害により、同原発が立地する

福島県を中心として、放射能の実際被害・風評被害により経済活動や市民生活は、想像を絶する苦難

を強いられている。

こうした状況を前にして、地方銀行ならびにそのシンクタンクで構成する「地域金融リサーチ・

コンサル研究会※」では、未曽有の震災被害等に対して今後の復旧・復興を考えた場合、どのように

向き合って行けばよいのか検討を重ねる中で、当経済研究所の案内により、まずは被災の現場を自ら

の目で確かめ、被災された人々より直に話を聞くことが重要であろうとの認識に達し、問題意識を

共有する有志機関（銀行およびシンクタンク）が参集、東日本大震災被災地視察団を形成し、相馬市、

南相馬市、福島市などの視察を実施し、取りまとめたものである。

※地域金融リサーチ・コンサル研究会とは、地方銀行22行およびそのシンクタンク19社がシンクタンク業務の
ノウハウの共有化・高度化に取り組み、その成果等の還元を通じ各地域における問題解決支援に資することを
目指し、平成20年11月に設立（会長行：伊予銀行、事務局：㈱浜銀総合研究所）。

１．視察概要および参加機関

�１ スケジュール（視察コースは、図表１参照）

第一日 ～６月９日�木 ～ 第二日 ～６月10日�金 ～

視
察

内
容

�相馬市沿岸部および周辺視察 ①
�車窓より津波浸水水田等視察 ②
�福島第一原発20㎞周辺視察 ③
�南相馬市役所訪問 ④
（副市長講話、原町商工会議所プレゼン）
�計画的避難区域 飯舘村役場立寄り ⑤

�東邦銀行プレゼン
�富士通アイソテック視察 ⑥
�福島県観光交流局訪問
�福島商工会議所訪問
�福島観光物産会館（直売所）立寄り

�２ 参加機関（11機関・21名）
�山形銀行、福島経済研究所、浜銀総合研究所、ぶぎん地域経済研究所、北陸経済研究所

�山梨中銀経営コンサルティング、共立総合研究所、山陰経済経営研究所、中国銀行

�岡山経済研究所、いよぎん地域経済研究センター、���リサーチ＆コンサルティング
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警戒・避難区域図(全体図)

（図表１ 視察コースおよび福島第一原発からの位置関係）

（写真① 津波により堤防が流出、太平洋と繋がり
波（中央奥）が見える松川浦）

（写真② 多くの住宅等が流出し、尊い人命が失われた
原釜・尾浜地区）
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２．視察第一日（６月９日）

�１ 相馬市沿岸部および周辺視察

集合場所の ��福島駅西口広場前を午前10時に

出発。バスは一路国道115号線を東進、１時間40

分の時間を要し、視察の第一目的地である相馬市

沿岸部に到着した。

同地区は、ミニ松島と呼ばれる風光明媚な県立

松川浦公園や松川浦漁港、尾浜海岸ならびに国際

港湾相馬港を擁し、古くから水産業（近海漁業、

海苔養殖）や観光産業（海水浴、潮干狩り、浦

釣り、旅館・民宿等）により、そして近年は火力

発電所の建設や化学・半導体関連などの大手工場

の進出により、臨海工業地域として発展を遂げて

きた。

2011年３月11日、東日本大震災により３度に

亘る津波がこの地に襲来し、人家や漁港、工場、

発電所、港湾施設そして農地などを一気に飲み

込みこんだ。この津波で、同地域だけで約150人

の尊い命が失われ、800棟の住宅家屋が流出した。

また松川浦漁港では360艘の船舶が流され、相馬

共同火力発電所は、操業再開まで半年を要する程

の大きな被害に見舞われた。さらに、松川浦に

隣接する水田では、1,100�に上る水田が海水に


























